日物教近畿第１４０３５号

２０１４年１１月２５日

日本物理教育学会近畿支部会員 様

日本物理教育学会近畿支部    
支部長　中　田　　博　保
「近畿の物理教育」編集委員会    
編集委員長　浮　田　　裕

機関誌「近畿の物理教育」第21号への投稿のご案内

会員の皆様におかれましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。また、日頃は当支部の諸事項に積極的なご後援を頂き感謝申し上げます。

さて、近畿支部では年度末に機関誌「近畿の物理教育」を発行して、会員の諸研究及び諸活動の発表の場としています。今年度も会員の皆様に「近畿の物理教育」第21号の原稿を募集しておりますので、ご投稿を頂きたくお願い申し上げます。ご投稿の要領は下記のとおりです。

「近畿の物理教育」投稿規程

　本支部年報は，近畿支部会員の研究や支部活動の成果を掲載します。支部会員相互の交流を図り，本部会誌「物理教育」を補完し，物理教育に関して若い人材を育成することなどを目的としています。支部会員の積極的な投稿を歓迎いたします。
１　投稿の種別および掲載　

　会誌に投稿できるのは本学会員（名誉会員，正会員，賛助会員，学校会員，準会員）に限ります。共著者に非会員が含まれることは可能ですが，筆頭著者は会員でなくてはなりません。

　本支部年報の投稿原稿の種類は次のものがあります。
①研究論文　②論説　③研究速報　④実践報告　⑤教材紹介　⑥支部報告　⑦学会報告　⑧若手教員紹介

⑨研究室紹介　⑩推薦図書　⑪談話室　⑫その他

	種　　別　　
	摘　　　　　　　　要
	ページ数
	備　考

	研究論文

Research

Report
	◇教育指導等の進展に寄与すると思われる教育実践の報告

◇新規に開発した実験・器具・教材等の報告

　（教育実践ないしは試行を伴ったものが望ましい）

◇教科教育に新規かつ重要な情報を提供する，資料調査，実地調査または実験データに関する報告（含む科学史研究）

◇物理の理論や現象に関する新規な解釈等

　（教育上の意義が明瞭で，教育実践を伴ったものが望ましい）

◇物理教育として特に優れた研究論文
	原則として刷り上り1～４頁を標準とします。
	抄録

査読用コピー2部

	
	
	
	

	論　　説

Article
	◇教育に関する新規かつ優れた提案・比較検討等

◇教育展開・現象解釈に関する優れた主張・理論
	
	

	研究速報

Practical

Report
	◇新規性に高い実験・器具・教材等の開発報告

◇新規な実験データおよび考察

◇物理の理論や現象に関する新規な解釈等
	刷り上り
１～２頁
	査読用コピー2部


同一筆頭著者から同時に複数の原稿が寄せられた場合，同じ号に掲載する原稿は，原則として原稿の種類（研究論文・実践報告・論説・研究速報）で掲載できるのは1編のみで，２編以上からは同じ号に掲載する原稿として受理できません。
２　原稿・執筆に当たって　

	表題

Title
	和文26字以内

（原則として）
	本文の内容を表す適切な表現にしてください。

	抄録

Abstract
	255字以内
	書き出し文ではなく，本文の要約紹介文です。論文のキーワードを抄録中に網羅されているようにお書きください。（研究論文・論説等のみ）

	本文
	１頁目は25字×30行の2段組とします。2頁目以降は25字×45行の2段組です。
	物理教育での独創性，貢献性などを科学的な文章で明快にお書きください。先行研究については十分に調べ，そこからの発展，研究のオリジナリティがどこにあるかについて，本文で明瞭にしてください。本文の主旨が誤解なく読者に伝わるよう，必要かつ十分な事柄を，できるだけ解かりやすくお書きください。近畿の物理教育に貢献する内容であることを期待します。

	文献

Reference
	著者名：誌名　巻号（年）　頁
	引用文献は本文中に通し番号を付し，一括して原稿の末尾に記して下さい。


(1)  原稿の小見出し，文字指定，写真・図・表・グラフ等は本部会誌「物理教育」投稿規程に準じます。

(2) 原稿はできる限り，ワープロ文（１頁目25字×30行の2段組，2頁以降25字×45行の2段組）で作成してください。でき上がり紙面は図や写真等の箇所にスペースをとって，A4判で提出してください。

(3) 郵送の場合には、原稿のファイルの入ったCD等 を添付してください。CD には文書作成ソフトとテキストの２つのファイルで必ず保存してください。なお，氏名および作成ソフトを明記してください。

原稿のファイルを電子メールで投稿される場合，CD等は不要ですが，原稿は文書作成ソフトとテキストの２つのファイルを必ず添付して送信してください。

(4)　原稿の書式（Ａ４判）

◎研究論文・論説等の場合

原稿１頁目　　　　　　　　　　　原稿２頁以降　　　　　　　　　　　　原稿最終頁

	表題

著者・勤務先・勤務先住所

抄録　……………………

……（255字以内）………


	
	

	
	




◎研究論文・論説以外の場合

原稿１頁目　　　　　　　　　　　　原稿最終頁

	表題

著者・勤務先・勤務先住所



	……
	




· なお，原稿の最後に線を記入して，所属名1行，英文2行で，表題・著者氏名（姓名の順で，姓は大文字で書き，コンマを入れて，名は最初の一文字は大文字で後は小文字で書いてください。）の3行で書いてください。

３　投稿に当たって　

(1) 投稿票（「近畿の物理」20号に掲載）のコピーに必要事項をご記入の上，同封してください。
(2) 原稿締切日は2015年１月9日です。それ以降は次回号の掲載対象になります。

(3) 受理日以降の変更の執筆にあたっては，支部にご相談ください。ただし，編集委員会からの意見による修正をお願いすることがあります。

[注]　編集委員会での審議の結果，修正が掲載条件となったときは連絡します。

　　 必ず，著者控えの原稿も修正し，校正の段階で誤って書き戻すことのないよう御注意ください。

(4) 初校は著者校正です。

（その際，ゲラ刷りしか送りませんので，必ず，『原稿の控え』を保存しておいてください。）

(5) 初校の際，「別刷り申込」をしていただきます。別刷りは有料です。

４　原稿送付先

浮田　裕　〒653-0041　神戸市長田区久保町４丁目５－４

※電子メールの場合 CQN03130@nifty.ne.jp
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